
平成３０年１０月１９日 
八戸市国民保護協議会 

１ 

国民保護に関する訓練の実施等について 

資料２ 



１ 北朝鮮による弾道ミサイル発射事案 
 
２ 平成29年度弾道ミサイルを想定した住民避難行動訓練 
  
３ 平成29年度青森県･青森市国民保護共同図上訓練 
 
４ テロ対策推進会議パートナーシップあおもり 

２ 

報告事項 



３ 

※防衛省公表「北朝鮮による核実験・弾道ミサイル開発について」より 

１ 北朝鮮による弾道ミサイル発射事案 



４ 

※防衛省公表「北朝鮮による核実験・弾道ミサイル開発について」より 



５ 

※防衛省公表「北朝鮮による核実験・弾道ミサイル開発について」より 



平成29年８月29日の北朝鮮による弾道ミサイルの発射について 

１ ミサイル発射の状況 
 

 ・5時58分頃    北朝鮮西岸から東北東方向にミサイル発射。 
 ・6時05分～07分頃 北海道渡島半島付近及び襟裳岬付近の上空を太平洋  
                     に向けて通過。 
 ・6時12分頃    襟裳岬の東約1,180kmの太平洋に落下したものと推定。 
 

２ 情報伝達の状況 
 

 ・Ｅｍ-Ｎｅｔ（緊急情報ネットワークシステム）による市への情報伝達。 
 ・防災行政無線（Ｊアラートとの連携）による市民への情報伝達。 
 

３ 被害状況等 
 

 被害や落下物に関する情報はなし 
 

６ 



７ 

平成29年９月15日の北朝鮮による弾道ミサイルの発射について 

１ ミサイル発射の状況 
 

 ・6時57分頃    北朝鮮西岸から東北東方向にミサイル発射。 
 ・7時04分～06分頃 北海道渡島半島付近及び襟裳岬付近の上空を太平洋 
                     に向けて通過。 
 ・7時16分頃    襟裳岬の東約2,200kmの太平洋に落下したものと推定。 
 

２ 情報伝達の状況 
 

 ・Ｅｍ-Ｎｅｔ（緊急情報ネットワークシステム）による市への情報伝達。 
 ・防災行政無線（Ｊアラートとの連携）による市民への情報伝達。 
 

３ 被害状況等 
 

 被害や落下物に関する情報はなし 
 



８ 

北朝鮮による弾道ミサイルの発射に対する市の対応について 

○ 平成29年8月29日(火)、9月15日(金)のＪアラートからの情
報を受け、防災危機管理課全職員が参集し、情報収集等を
行った。 

 
○ 平成29年9月9日(土)、10月10日(火)及び10月18日(水)にお

いて、ミサイル発射予想情報を受け、早朝から職員2名が待
機した。 

 
○ 平成29年11月29日(水)午前3時18分頃の弾道ミサイル発射

情報（排他的経済水域内の落下と推定）以後も警戒態勢を継
続した。 

 



２ 平成29年度弾道ミサイルを想定した住民避難行動訓練 

(1) 実施日 
平成２９年１２月２１日(木）１４：００～１５：００ 

(2) 場  所 
南郷地区（南郷小学校、南郷事務所、南郷公民館、道の駅なんごう）

(3) 参加機関等（参加者約300名） 
 ① 訓練統監：市長 

  ② 訓練統制：市民防災部職員 
 ③ プレーヤー 

・青森県危機管理局 
・八戸警察署 
・八戸消防本部、八戸消防署南郷分遣所・八戸市消防団南郷第１分団 
・なんごうプラザ株式会社(道の駅なんごう） 
・南郷西地区自主防災協議会 
・ＮＴＴドコモ（画像伝送） 
・八戸市（南郷小学校、南郷事務所、南郷公民館） 

(4) 訓練想定 
Ｘ国から弾道ミサイルが発射され、我が国に飛来する可能性があると

判明した想定で実施。 

９ 
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３ 平成29年度青森県･青森市国民保護共同図上訓練 

(1) 実施日 
  平成３０年２月７日(水）１０：００～１６：００ 

(2) 場  所 
  青森市（青森県庁防災対策本部室、青森市役所、青森県庁会議室） 

(3) 参加機関等 
  ① 統監：青森県知事 副統監：青森市長、青森県危機管理局長 
  ② プレーヤー 

・青森県対策本部（本部員､対策連絡員､部局連絡員､関係機関連絡員） 
・青森市対策本部（本部員､事務局員､部局連絡員､関係機関連絡員） 

  ③ コントローラー ※ 当市から2名参加 
・訓練統括：青森県防災危機管理課危機管理対策監 
・企画統制班、状況付与・レスポンス班、評価班、訓練支援班 

(4) 訓練想定 
テロに反対する国際会議の関連シンポジウム開催が予定されている青

森県内の複数の場所において、爆発物と思われる不審物が発見され、ま
た、ＪＲ青森駅で化学散布事案が発生し、多数の死傷者が発生する。ま
た、県内の別の交通機関の大量輸送機関施設においても、爆破事案が発
生する。 

１１ 
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４ テロ対策推進会議パートナーシップあおもり 

(1) 設立日 
  平成３０年４月１８日 

(2) 目 的 
  参画する団体・事業者等官民が連携して、テロを未然に防止し、安

全・安心なまちづくりの実現を目的とする。 

(3) 構成団体 
  目的に賛同する団体・事業者等により構成（114団体） 
  ・官公庁、金融、交通機関、空港・港湾関係、爆発物原料、物流、 
   大規模集客施設、ライフライン、警察（事務局：青森県警察本部） 

(4) 活動内容 
  ① テロの未然防止に向けた情報共有 
 ② 危機管理意識の高揚と自主警備体制の充実 
 ③ 通報・連絡体制の確立と各種訓練等の実施 
 ④ その他パートナーシップの目的達成に必要な活動 

(5) 活動状況 
  国際港埠頭・水域保安及びテロ対策訓練（八戸港及び青森港で実施） 

１３ 
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八戸港埠頭・水域保安及びテロ対策訓練 
（平成30年9月19日(水) 八戸港河原木１号埠頭） 


